




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































臨床心理学部研究報告 2008 年度 創刊号20
マですね、日本においてはね。
山折：そうすると、今の家族の崩壊というのは
致命的なのですね、日本の社会では。
鑪：どこまで致命的かどうかは分かりませんけ
れども。
山折：それは先ほどの母の問題とかかわってく
る。
鑪：母の問題と非常にね。だから母の持つ保護
的姿勢というのと、今度はそこに守られた子が
どう育つかというと、心理学的用語を使うと自
己愛的、あるいはナルシスティックに育ってし
まって、今度は他者とのつながりが希薄になっ
てくる。そうすると今のような家庭崩壊的にな
る。あるいは自分中心でただ周囲は利用するだ
けという。今日本の場合には、ちょっとそれが
見えかかってきているのではないかという感じ
がしますね。
山折：そうですね。
鑪：そうすると、母性社会、日本独特の病理の
ようなものがあるのではないかという感じがし
ますね。
岡田：せっかく話が弾んでいるのですが、時間
ですので、もうそろそろあれなんですが。
いろいろな話をしていただいて、特に京都文
教の臨床心理学部の誕生というか、その記念で
すので、これから臨床心理学部はどうなるのか
ということを連想しながら山折先生の話をお聞
きしていました。
誕生ということはできたわけです。人間には
死がありますが、京都文教大学には死はないと
思いますが、そうするとその間に遷宮というか、
そういう行事をしながら存続していかなければ
いけない。そのときそのときに改革をしていか
なければならないと、そういうことを思いまし
た。
いろいろなお話があり、しかも心理療法につ
いて、いろいろと連想するというか、そういう
ところを楽しみながら拝聴致しました。特に一
歳半の子どもの数学的一の発見というところが
面白くて、確かに一人で立つという。そういう
意味で身体がどうもできるのではないかと、そ
れと歩き出すということを連想しました。
新しい学部の始まりにふさわしい、誕生とい
うテーマで山折先生にお話ししていただき、ま
た大勢の方にお集まりいただきましてありがと
うございました。今後とも京都文教大学の臨床
心理学部をよろしくおねがいいたします。
司会：山折哲雄先生、鑪幹八郎学長、そして岡
田康伸学部長のお三方でした。まことにありが
とうございました。
以上をもちまして、京都文教大学臨床心理
学部開設記念講演をお開きとさせていただきま
す。本日は誠にありがとうございました。
（終了）
